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カケハシ・プロジェクト（米国） 

日系米国人若手リーダー招へいの記録 

 

１．プログラム概要 

【目的・概要】LA 次世代日系アメリカ人リーダーズイニシアティブ に所属する若手リーダー4 名を、12

月 3 日から 12 月 9 日まで招へいしました。参加者は、東京都と長崎県を訪問し、日本の政治、経済、安

全保障、エンターテイメントの分野について理解を深めるとともに、日本の関係各所での人的交流や意

見交換を通じてネットワークを強化しました。本プログラムは、日系米国人若手リーダーとして日米関

係強化のために活躍する人材となることを主な目的に実施され、また、それぞれが SNS などを通じて日

本の魅力を発信しました。 

 

【参加者】米国の日系米国人（社会人）合計 4 名 

 

【訪問地】東京都、長崎県 

 

【日程】 

◼ プレプログラム（オンライン事前学習）： 

11 月 27 日（木曜日） 【来日前（渡航前）オリエンテーション】事業目的・ミッション、日程説明、 

 渡航上の注意、感染症対策等 

来日までの指定期間 【動画視聴】日本理解講義（Web Japan より選択） 

 

◼ 招へいプログラム： 

12 月 3 日（水曜日） 羽田空港より入国 

 【来日時オリエンテーション】 

12 月 4 日（木曜日） 【文化体験】茶道体験 

 【テーマ関連講義・意見交換】防衛省 

 【視察】水素情報館 東京スイソミル 

 東京都から長崎県へ移動 

12 月 5 日（金曜日） 【視察】海上自衛隊佐世保基地 

 【視察】弓張公園・弓張岳展望台 

 【視察】海上自衛隊佐世保史料館（セイルタワー） 

 【視察】米海軍佐世保基地 

 【表敬訪問】佐世保市 宮島 大典 市長 

12 月 6 日（土曜日） 【視察】長﨑原爆資料館・平和公園、浦上天主堂 

 【視察】出島和蘭商館跡 

12 月 7 日（日曜日） 長崎県から東京都へ移動 

 【視察】日本オリンピックミュージアム 

 【視察】本所防災館 

                       【意見交換】若手日系人リーダーとの夕食会 
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12 月 8 日（月曜日） 【表敬訪問】大西 洋平 外務大臣政務官 

                       【意見交換】外務省北米局主催昼食会 

 【企業視察】株式会社バンダイ 

 【意見交換】 

 神尾 りさ 世田谷区議会議員を中心とした公選職議員との夕食会 

12 月 9 日（火曜日） 【ワークショップ】報告会準備（訪日成果のとりまとめ、帰国後の活動計画  

 （アクション・プラン）の作成） 

 【報告会】訪日成果・帰国後の活動計画発表 

 【視察】東京都庁展望台 

 成田国際空港より出国 

 

２．記録写真  

招へいプログラム 

  

12 月 4 日【文化体験】茶道体験 12 月 4 日【視察】水素情報館 東京スイソミル 

  

12 月 5 日【視察】海上自衛隊佐世保基地 12 月 5 日【視察】米海軍佐世保基地 

  

12 月 5 日【表敬訪問】 

佐世保市 宮島 大典 市長 

12 月 6 日【視察】 

長﨑原爆資料館 
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12 月 6 日【視察】 

出島和蘭商館跡 

12 月 7 日【視察】 

日本オリンピックミュージアム 

  

12 月 7 日【意見交換】 

若手日系人リーダーとの夕食会 

12 月 8 日【表敬訪問】 

大西 洋平 外務大臣政務官 

  

12 月 8 日【意見交換】外務省北米局主催昼食会 12 月 8 日【企業視察】株式会社バンダイ 

  

12 月 8 日【意見交換】神尾 りさ 世田谷区議会議

員を中心とした公選職議員との夕食会 
12 月 9 日【報告会】 
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３．参加者の感想（抜粋） 

◆ 社会人 

このプログラムで最も印象的だったのは、防衛省と外務省との面会でした。高官から直接話を聞く

ことで、報告書を読んだり、ニュースを追ったりするだけでは得られない洞察と率直な意見に触れ

ることができました。トップレベルで政策を形作る指導者から学び、彼らの仕事の複雑さを直接理

解できたことは非常に貴重でした。同時に、茶道体験や日本オリンピックミュージアム訪問といっ

た活動は、プログラムに豊かな文化的要素を加えました。これらは日本の価値観、歴史、社会構造を

美しく映し出す窓となり、伝統と現代的なアイデンティティが、日常生活でどのように交差してい

るかを理解することができました。こうした体験の積み重ねが、政策を超えた日本という国の本質、

その心と精神への理解を深めてくれました。 

◆ 社会人 

今回の旅で最も印象的だったのは、佐世保基地を訪問し、自衛隊と米海軍双方から、共通の目標と相

互連携の方法について学べたことです。 

◆ 社会人  

成功を収めていて、影響力のある参加者とお会いできて大変光栄でした。それぞれの分野で活躍さ

れる皆様は、私の心に永遠に忘れられない印象を残しました。 

 

４．受入れ側の感想（抜粋） 

◆ 視察先関係者 

日本の議員との意見交換及び交流会にて、お互いの国の文化や習慣を知り、学びを深めることができ

ました。 

◆ 視察先関係者 

外務省の対日理解促進交流プログラム「カケハシ•プロジェクト」に参加されている 4 名の皆さんが

市長室を訪問されました。米国にて政治やビジネス、ダイバーシティ、エンターテイメントで活躍さ

れる皆さんが日米の「架け橋」として更に飛躍されることを期待いたします。 
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５．参加者の対外発信（抜粋）、報道記事等 

    

2025 年 12 月 4 日（Instagram） 

水素エネルギーにここまで興奮するとは思いませ

んでした。今日、日本の水素情報館で水素エネル

ギーの仕組みを学びましたが、本当に楽しかった

です。説明動画には元素を擬人化した可愛いキャ

ラクターが登場し、水素エネルギーだけで動くミ

ニチュア都市を探索しました。そして一番良かっ

たのが、ペダルを漕ぐ力を水素エネルギーに変換

する自転車に乗ったことです。私が漕ぐにつれて

トンボが動き出し、他の展示物も次々と動き出し

ました。全て私がリアルタイムで生み出すエネル

ギーで動いていました。これは単なる楽しい科学

展示ではなく、日本のゼロエミッション未来への

ロードマップです。水素で動く車、バス、インフラ

全体——排出するのは水蒸気だけ。炭素も汚染もゼ

ロ。ただクリーンなエネルギーだけ。カケハシ・プ

ロジェクトの代表として、私たちは日本から学び

を持ち帰る使命があります。環境対策は選択では

なく、緊急課題です。そして日本はその実現可能

性を証明しています。私たちは友情を育み、学び、

笑い合ったと同時に、新たな責任感を胸に帰路に

つきました。未来はクリーンにできます。私たち

がそれを選択しさえすれば。 

2025 年 12 月 8 日（Instagram） 

長崎原爆資料館には時計があります。1945 年 8 月

9 日午前 11 時 2 分、原爆が炸裂したまさにその瞬

間に止まった時計です。その日、7 万人以上の人々

の時間が凍りつきました。 しかし、生き残った

人々の時間は進み続け、 彼らが下した選択――復

讐ではなく平和を、憎しみではなく理解を、絶望

ではなく希望を選び取るという決断が長崎の未来

を形づくってきました。 そして今日、2025 年カ

ケハシ ・プロジェクトの代表として、私たちは爆

心地に立ちました。歴史が永遠に変わった、まさ

にその場所に。平和祈念像を見ました。かつて街

があった場所を歩きました。恐怖と権力に支配さ

れた状況で、誤った選択がなされた時、何が起こ

るかを学びました。しかし同時に、こうも学びま

した：私たちが違う選択をすれば、歴史は繰り返

さなくてもよいのだと。 

資料館のメッセージは明確でした――平和は受動

的なものではありません。平和とは人類が下せる

最も困難で勇敢な選択です。そしてそれは互いを

理解すること、真に理解することから始まるのだ

と。 

だからこそ「カケハシ」のようなプログラムがあ

り、文化交流が重要なのです。日米間に架け橋を

築くことは重要であるだけでなく、不可欠です。

長崎は再建しました。長崎は許しました。長崎は

平和の灯台となりました。私たちは何を選ぶので

しょうか？ 
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2025 年 12 月 8 日（Instagram） 

文化の架け橋を築く、忘れられない瞬間を一つず

つ。日本を巡る私たちの旅は格別でした。長崎の

歴史的な街並みから佐世保の温かいコミュニティ

まで、カケハシ 2025 プログラムを通じて文化大

使として米国を代表できたことを光栄に思いま

す。 

●指導者との出会い、歴史を刻む 

佐世保市の宮島大典市長、佐世保海軍基地司令官、

上級曹長にお会いする光栄に浴しました。単なる

記念撮影ではなく、両国の揺るぎない友情への理

解を深める真摯な交流の場となりました。 

●浅草で伝統を尊ぶ 

東京・浅草で、私たちは伝統的な茶道に参加しま

した。これは調和、敬意、清らかさ、静けさを教え

る生きた瞑想です。全ての動きには意図があり、

すべての所作には意味があります。この気づきと

敬意の教えは、永遠に私たちの心に残るでしょう。 

一期一会（いちごいちえ）「一度きりの出会い」 

それぞれの出会いが貴重であり、まったく同じ形

で二度と訪れないことを思い出させてくれます。

この哲学は私たちの旅全体を導き、あらゆる会話、

あらゆる瞬間を大切にする助けとなりました。 

2025 年 12 月 9 日（神尾 りさ 世田谷区議会議員

の Instagram） 

「外務省による、日米関係の次世代リーダーを育

てる【カケハシ・プロジェクト】。今年も米国ロサ

ンゼルスから、4 名のリーダーたちが来日しまし

た。」 
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６．報告会での訪日成果とアクション・プラン発表（抜粋） 

訪問地：東京都、長崎県 1 グループ発表 

 

【成果の発表】 

◆ 訪日中の学び 

 日米同盟は平和の礎であり、あらゆるレベルでの連携が必要です。 

 私たち一人ひとりがその役割を担っています。産業や分野を超えて、あらゆるレベルでの連携が

求められています。 

 日系米国人としての独自の経験を私たちはもっており、私たちの歴史は、両国の歴史そのもので

す。 

 自発的な交流が、意味のある、真に人と人とのつながりを生み出します。 

【アクション・プラン】 

⚫ 短期計画 

 出会った人に、連絡をとり、つながりを維持します。 

神尾りさ議員と連絡をとりあい、オバマ基金と日本の若手議員のコラボを実現させます。 

 SNS や友人、家族、同僚との意見交換をして振り返りをします。 

 12 月 16 日にロサンゼルスで総領事、副総領事とのランチ報告会を実施します。 

⚫ 中期計画 

 LA 次世代日系アメリカ人リーダーズ各分科会向けに、経験を共有するセッションを 4 回開催しま

す。 

 LA 地域紙・雑誌・ブログで記事を掲載します。 

⚫ 長期計画 

 学びを分科会活動に統合します。 

 学びを自分たちの仕事に統合します。 

 日本から訪問者が来る際に、ホスト委員会として活動します。 

 

実施団体：一般財団法人日本国際協力センター（JICE） 


